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日本泌尿器科学会 第5回 中部地方会

昭和29年10月3El 於 金沢大学医学部

1性 病に対するパイシリン療法

今北力,蔭 山亮市,前 川正信

井本勢太郎,野 村貞一(阪 大)

バイシリyを 淋疾並びに梅毒に使用して次の成績を

得た,即 ち淋疾では内服4例60万 ～120万 単位を使用

し,120万 単位を用いて始めて効果を認めた.注 射の

場含は ゾル60万 ～100万 単位を使用し60万 単位以上

を使用すると急性淋疾に治淋効果を見るこ とが 出来

る.梅 毒の場合無症候晩発先天梅毒血清には影響を及

ぼさなかつた、ご期梅毒感染後10年 を経たものでもバ

イシリソ600万 単位,プ ロカイソペニシリソ600万,

ペ ニシリソG600万 で血清反応の陰性化を見た.

2.Bicillinに よ る性 病 治験

田村 峯 雄,藤 井達 郎(大 阪市 大)

Bicillinを 用 い て 淋疾 と梅 毒 の 治療 を 行 つて い る.

尚実 験 中 で あ るが,そ の一 部 を報 告 した,

3.Bicillinを 以 て す る淋 疾並 び に梅 毒 の治 療

川村太郎,並 木重吉,和 泉俊治

上出一郎(金大),田 中弘〔金城園)

吾 々はS17例,S23例,Ssa1例,S5b4例,S6i1

例,C,1例 の合計17例 にバイシリソを以て駆梅 療法

を行った,投 与法は持続血中有効濃度を考慮し,1回

投与量を240万 単位及び60万単位とし,前 者は2週 間

隔で症期に応じ1乃 至数回,計240万 単位乃至720万

単位.後者は2日 間隔及び5日 間隔で4乃 至10回,計

240万単位乃至600万 単位を投与した,S17例 は240万

単位投与で全例血清陰性を持続していることは特筆に

価する.叉SSbの4例 中2例,S2の3例 中2例 が治

療中に血清反応が陰転した.現 在経過の追求と共に症

例の追加を行つている,副 作用は注射部位の落痛のみ

であつた.

淋疾に就いては性病研究班報告(第14回 協議会)に

於て発表した,

4.ピ リミジ ンペ ニ シ リンに よ る淋疾 の治 験

広根孝衛(江 沼病院)

昭和28年6月 より昭和29年6月 までの間に江沼病院

皮膚泌尿器科外来を訪れた 淋菌性尿道炎患者24例

(内急性症17例,亜 急性症4例,慢 性症3例)に 対し油

性ピリミジソペニシリン1日30万 単位2回 乃至4回 を

筋注し,治 癒率75%を 得,他 もサル ミツクス内服,尿

道瀕條等を併用してすべて治癒せしめ得た、

尚淋菌消失後に於て12.5%に グラム陽性双球菌を認

めた。

5.Tetracynに よる淋疾及び非淋菌性尿道炎の

治験

新谷浩,日 野豪(京 大)

急性淋疾6名(内 女子1名),非 淋菌性尿道炎1名

にTetracynを 用いての治験を報告した.投 与方法は

12時 間毎に0.5gr投 与3例,初 回0.5gr以 後6時 間

毎に0.25gr投 与1例,毎6時0.5gr投 与3例 で,総

量平均3.25grで あつた.

淋疾6例 中少量投与を行つた1例 のみが1週 間で再

発した他は全治した.非 淋菌性尿道炎に対しては毎6

時0,5gr総 量6gr投 与し症状は消失したが1ヵ 月後

に再発 した.上 記各投与法につきその血中濃度を測定

したが,初 回投与後2時 間で血中濃度1γ/c.c.に達 し,

以下それ以上の濃度を持続した.副 作用は全く認めな

い.

6.ア ク ロマ イシ ン によ る淋 疾 治 験

桜 根 好之 助,田 村 峯雄,門 脇 和敏(大 阪市 大)

山 本俊 一,磯 典 理(大 阪 市 衛生 局)

Achromycinを 以 て男 子 急 性淋 疾80例 を 治療 した ,

Achromycinの 投 与法 は250皿gヵ プセ7Lを 最 初2個,

そ の 後 は1個 宛6時 間毎 に経 口投 与 した.1.09投 与

群42例 で は治癒 率は78.6%で4例 にUrethritispost-

gonorrhoi〔vaを 胎 した.2.09投 与 群38例 で は治 癒 率

92.!%で,6例 に.Urethrtispostgonorrhoicaを 胎

した.尚Achromyein-Triple-Sulfas4錠(2 .1.16

時 間毎)投 与群14例 では 治癒 率100%でUrethritis



postgonorrhoicaは1例 で あ つ た.
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7.エ リス ロマ イシ ン(エ リス ロシ ン,ア イ ロ タ

イシ ン)に よ る淋疾 の 治 験

川村太郎,○ 西原勝雄,谷 口馨(金 大),

上出一郎,田 中 弘(石 川県金城園),

近小弥太(金 沢市保健所)

急性尿道淋に対し,エ リスロマイシソ療法を試み見

るべき結果を得た.即 ち(1)金大皮浸科及び金沢市保健

所に於ける成績は,O.39宛 毎6時 間4回 計1.29投 与

にょり11例中9例 全治,2例 は若干量の追加 こ々より治

癒した.(2)石 川県金城園に於いては0.39宛 毎6時 間

4回計1.29投 与では5例 中3例 全治,2例 は追加投

与を必要としたが,0,49宛4回 計1.69投 与の5例

は全例全治の成績を得た.(3>副 作用は全例に於いて之

を認め得なかつた.

8.Aureomycinに よ る淋 疾 治 験例

近小弥太(金 沢市保健所)

男子急性淋菌性前部尿道炎9例,女 子頸管淋2例 計

11例VU.一 レオマイシソ250mg1錠 宛6時 間毎に経

口的に投与し,次 の様な成績を得た.排 尿痛は約6時

間～8時 間平均7時 間で軽減し,8時 間～14時 間平均

10時間で減少,約14時 間～24時 間,平 均20時 聞で其の

停止を見た,淋 菌は細胞内は約24時 間以内,細 胞外は

48時間後に於て完全な消失を見た.総 量1.Ogで 全

治せる者7例 中5例 治癒率70%,総 量1・5gで 全 治

せる者(但 しLOgの 不治癒の2例 を含み)6例 中全

治5例 治癒率83%を 得,女 子1例 は2.Ogで 全治を

見 淋疾治癒には少くとも1.59以 上の投与が望まし

い,1週 間後に於て培養するに全例に於て淋菌を検し

得なかつた.

9.泌 尿器感染に対するアクロマイシンの使用経験

川村太郎,蔵 孝保(金 大)

寺田稔(富 山市民病院)

泌尿器感染症に対しアクロマイシyを 成人1日 量1

9を6時 間毎に分割投与し,小 児セこは体重kg当 り12.

5～20mgを 基準として投与した.急 性膀胱炎4例 巾著

効3例,効1例,慢 性膀胱炎2例 中著効1例 効1例,

急性腎孟炎2例 共著効,慢 性腎孟炎1例 効,尿 道炎4

例中著効3例 効1例,陰 門膣炎4例 共著効の成績を得

た.頻 尿,排 尿痛,排 膿等の自覚症状は早いものでは

第3回 目の服薬時に既に軽快して居り,起 炎菌(大 腸

菌,淋 菌,グ ラム陽性球菌等)は1～3日 で消失し,

抄 録23rJ

膿球は少し後れて2～9Elで 発見出来なくなる.陰 門

膣炎の1例 は9才 の少女に500mg宛20日 間投薬した

が何等の副作用もなかつた.

10.泌 尿器疾患に対するクロラムフエニコール

〈クロロマイセチン、の使用経験

川村太郎,○ 西原勝雄,入 山益四郎,

山本巌(金 大)

他の化学 ・抗生療法に抵抗し或は従来の療法では治

療困難と思われる条件下にある泌尿生殖器感染症患者

のうち,感 応錠試験にょりクロラムフエニゴPル 感受

性の起炎菌を証明し得た症例19に 対しクロロマイセチ

γ療法を施行し優秀な成績を得た.副 作用は全 く認め

られなかつた,詳 細は原…勘こ譲る(1,演 者等 二治療

薬報,近 刊,2.河 崎屋三郎 二同誌,519号,3.上

出二郎:同 誌,近 刊).

IL非 淋菌性尿道炎に関する研究(第2報)

新谷浩(京 大)

非淋菌性尿道炎の患者より分離培養せる菌のアイソ

トープによる各種抗生物質に対する感受性の変化に就

いて述べる.

12.非 特異性尿道炎の ヤ ーゾニンミによる治験

堀辺四郎(奈 良大)

患 者14名 に1万 ～2万 倍 マ ー ゾニ ソ水 尿 道 内洗 海 を

行 い,5例 全 治,3例 軽 快,3例 不 変,2例 増 悪 の 結

果 を えた.試 験 管 内 に 於て マ ー グ ニソ加 水 培 地 の殺 菌

作 用 を験 した 所1GO万 倍 まで 連球 菌,CandidaalbL

cans,淋 菌 の発 育 を阻 止 した.

13.男 子尿道炎より分離せるPPLOに 就て

山本弘,石 原藤太郎,大 島升,

倉岡雍男(大 阪逓信)

本年4月 日本泌尿器科学会以後,男 子尿道炎患者の

尿道分泌物より新たにPPLO3株 を分離 し得 た の

で,之 等新株を中心に下記の通り2,3の 知見を述べ

た.

1.男 子尿 道 炎の 発 生頻 度 と培 養成 績

2.PPLO新 殊 の標 本 供覧

3.PPLO新 株 を以 て した2,3の 実 験

a)培 養 条 件の 検 討 二高 湿 度 法が 良 い様 に 思 え

るが,之 の検 討 は 後 日に譲 る,

b)Feulgen反 応:捺 印 標 本の 菌 体 は凡 てFeu-

Igen反 応 陽 性 を示 した.

c)Thalliumacetate含 有 選 択培 地 に 於け る態
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度=PPLO3株,Gram陽 性 菌5株,陰 性 菌

4株 を 用 い,1.2500,1:1000,1:500の 濃 度

含 有 培 地 で行 つ だ 結 果,PPLOは3株 共 に1:

500に 集 落を 認 め た に比 し,他 の 細 菌 に 於て は

Gram陽 性 双球 菌 を 除い て 何 れ も1・500に は

集 落 を認 め ず,Gram陽 性 双球 菌 と して2,3

微 細集 落 を 認 めた に過 ぎな かっ た.即 ちPPLO

選 択培 地 と して 使 用す るに適 当 で あ る.

14.尿 路モニリア症の臨床並びに実験的研究

(仮称モニリγ反応に就て)

石神嚢次,渡 辺昌平(京 大),

井 口久男(北野病院)

抗生剤使用に伴つて発現した前立腺炎2例,尿 道炎

1例 で局所分泌物中よりCandida属 を証明,分 離培

養によつてCan,albicans,Can.parakrusei等 であ

る事を知 りえた.次 で之等の生菌液を家兎皮内及び静

脈に10mg注 入したが,病 原性は認められず,更 に

培養濾液を各種患者に トリコフイチソの術式に従つて

皮内反応を試み陽性率健康人26%白 癬菌性疾患43.9%

単純性尿道炎80%ペ ニシリソアレルギ臼100%の 結果

を吏た.又 皮内反応陽性の単純性尿道炎患者の尿道分

泌物中に糸状菌の存在を認め分 離 培 養によりCan.

albicansを 確めた.

追加 金沢稔(和 歌山大)

42才 男子で血尿を主訴 として訪れ他に耳 鼻 科的 に

Ozenaを 認めた.膀 胱鏡検査で黄白色の固い粘膜塊

が左尿管口に栓の如く附着,こ れをヤングでとり組織

標本を作 り培養を行つたが喀疾,尿 と共にCandida

albicansを 証明したが,患 者はSepsisと な りゲソチ

アナビオレツト,ゲ ルマニソ注射を行い トリコマイシ

ソ1日29,6日 間投与したが初診後2カ 月で死亡し

た.本 症は全身モニリヤ症の一分症として尿路に血尿

及びOzenaを 認めたもので又患者は生来抗生剤を用

いた経験はない.

15.血 性乳魔尿症に対するピアルロニダーゼの

腎孟注入療法による治験

石神裏次,○ 片村永鯨 京大)

上記患者4例 に各種療法を行5も 治癒せず,逆 行性

に輸尿管ヵテーテルセこよりスプラクター(ピ アルロロ

ダ・一ゼ)4,000～1万 単位を1回 量として1～ 数回腎

孟に注入した所6～12時 間後に尿は清澄となり腰部鈍

痛等は消失した.

16.フ イラリヤによると思われる乳棄尿症の

2例 及び下肢象皮病の1例

並木重吉(国 立金沢)

北陸地方に於けるフィラリヤ症侵潤度の意外なる深

さを思わせるものとして,国 立病院転勤以来2カ 月間

に3例 を経験 したので報告する.

17,生 殖器 臓 器 に於 け るt.c.a.cycleの 研 究

(第2報)

○ 金 沢稔,瀬 川 陽一,力 津 昌幸(和 歌 山大)

前回に引つづきWarburg検 圧計を用いた成績につい

て報告する.

18.最 近の腎結核の予後

多田茂,大 森孝郎,麻 生田幸颯 京大)

京都大学泌尿器科教室に於て昭和22年6月 より昭和

27年9月 に至る5年 間に摘出術を施行した300例 の内

169例(56%)に ついて予後を知 り得たので,そ れにつ

いて統計的事項を述べ術後に於ける化学療法の重要性

を強調した.死 亡24例く14.02%、,生 存145例(85.8%)

であ り,生 存例の中全治103例,泌 尿器科的には全治

であるが,他 部結核症を有するもの14例,未 治28例 で

あつた.

追加 後藤 武曳名市大)

過去4年 半に於ける腎並膀胱結核について腎病変 と

膀胱変化,腎 摘後化学療法による治癒状況の関係をし

らべ,又 両腎結核にて手術不能なりし2例 に対し化学

療法(ス トマイ,パ ス ・ス トマイ,ヒ ドラジヅ ド)を行

つて著効を奏し軽快したのでここに追加する.

尚詳細は原著にゆつる(名市大医学会雑誌掲載予定、

19.胱 膀症状を欠 く結核性腎膿腫

○田村峰雄,門 脇和敏,宮 垣信海乱大阪市大)

18才女,26才 女,15才 男の3例 の高度の腎膿腫を経

験した.摘 出腎並びに分離尿よりそれぞれ結核菌を培

養して始めてそれが結核性であることを確かめた.こ

の3例 ではその経過中終始自他覚的に膀胱症状を認め

なかつた.培 養結核菌は既往に該当薬剤を使用したこ

とはないのに係 らず或る程度の抗結核剤耐性を示し,

弱毒化せる人型菌であつた.そ こでこの3例 ではとに

かく薬剤耐性を有する人型結核菌の感染によつて腎に

結核性病変を来し,し かも腎に於てはPyonephrose

に到るまで高度の病変を示したに係らず,そ の菌の毒
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力の低下と,い わゆる膀胱の結核菌に対する非親和性

と相倹つて,こ こに終始その経過中,膀 胱症状を出現

しなかつたとい ろことの一要因をなしていると結論し

た.

20.最 近11年 間に於ける当科結核性副睾丸炎の

統計的観察

今北力,佐 野栄春,井 本勢太郎〔阪大、

昭和18年 から28年に至る11年間の当科外来並びに入

院患者の結核性副睾丸炎の1346例 に就て統計的観察

を行つた.即 ち同年間に於ける当科泌尿器疾患々者総

数14042名,副 睾丸結核 は1346例 で9,6%に 当 り,同

年間の尿路結核愚者は2450名 で 本症はその54.9%に

当っている,そ の副睾丸 結 核1346例 に就て,年 令的

関係,罹 患側,罹 慰部位,腫 張の大いさ,表 面皮膚と

の関係,自 覚症状,並 びに尿路結核 との関係(両 者の

合併,そ の時期的関係),生 殖器結核 との関係,其 他

臓器結核との関係,既 往歴,更 に治療に就て統計的観

察を行つた.

追加 岡直友,藤 野文雄(名 市大)

外来患者症例については疾患が結核性なることを如

何様にして確認なされーましたか,名 市大における最近

5力年半において,臨 床的に副睾丸結核と診断されて

副睾丸摘出術を行つたもの60例,5ち25例 は組織学的

或は結核菌培養を行つたが,こ れによつて結核性なる

ことの確認されたものは15例 く60%)で 他の40%は 非結

核性炎症であつた.他 の35例 においては詳細な検査は

行われていないが,肉 眼的に明に非結核性なりしもの

8例28%で あつた.我 々は術前に結核性なることを確

診する方法について目下検索中であり,他 の機会に報

告する.

21.男 子性器結核の臨躰統計的観察

近藤厚,石 山勝蔵(岐 阜大)

1)昭 和22年 よ り26年 迄 の5力 年 間の 男 子 性器 結 核

患者 は159例 で総 数 の5.2%に 当 る.

2、 年令 は20才 代 が48,4%,次 で30才 代,40才 代.

3)畢 上 体 の罹 患 は単 側58.5%.右;左=39:47

4、 反対 側 発病 迄 の 期 間 は1年 未 満 の もの 多 く,一

側手術せ る もの は然 ら ざ る もの の半 数.

5)結 核 性 既 往 合併 症 は65.4%,尿 路 結 核が34.6%

6、 前 立 腺 ・精 褒 の 罹 患 は夫 々69.1%,43.1%.

7、 畢上 体 罹 患 部位 は 頭 部44.4%,体 部30.2%,尾

部87.0%,尾 部 の み51,2%,精 管61.1%
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8、 単側手術32,両 側手術27,根 治手術4,陰 茎切

断1,化 学療法併用者16,

9)化 学療法併用者は然らざるものより治癒率高く

他側性器,尿 路結核を後に発病するもの少し.

10、 死 亡者19例(18.4%、,前 立腺の変化あるものは

死亡率高し(32.1%).

22.尿 蹟結核の統計的観察

○西沢信二,長 田行紘 姫路目赤)

昭和24年 から28年迄の5力 年に外来患 者2238名 の

内尿路結核患者112名(5.4%)の 統 計的観察を行つた.

尿路結核患者は増加するが,手 術を行5者 は減少する

傾向がある.性 別,患 側別では男に多く,女 では右に

多い.年 令的には20才 に集中し,次 いで30才 に多い.

結核性既往症は半数が肋膜炎である.合 併症では性器

結核,肺 結核が夫々約半数近くを占める.初 発症状は

頻尿,排 尿痛が其の殆んどで来院迄の期間は漸次短く

なりつつある.尿 の結核菌発見率は79%.死 亡率は手

術を行つた者には少く,手 術を行わなかつた者の死亡

者の大半は両腎結核であつた.手 術適応 と診定 して手

術を行わなかつた者の内,現 在治癒状況にあると思わ

れる者が相当あり,抗 結核剤の強力な使用により治癒

する者 も或る程度に認められる.

23.腎 及び膀胱結核の経過中に尿階管痩を

来た した1例

○多田茂,大 森孝郎(京 大、

患者は10才 の男子で4年 前より頻尿,排 尿困難を訴

k,初 診4目 前よla尿 が謄下縁より流出す.尿 道には

高度の狭窄を認め膀胱鏡検査は不能 であつた,Fis-

telographieを 行つたところ偶然にも造影剤が膀胱よ

り右腎に逆流し,右 腎及尿管結核の像が逆行性腎孟撮

影を施行した と同様鮮明に現れた.即 ち本症例は尿路

結核殊に萎縮膀胱と尿道結核による狭窄を誘因として

起つた膀尿管屡である.

24.イ ソニ コチ ン酸 ヒ ドラ ヂ ツ ドーN一 メ タ ン

ズ ル フ オ ン酸 ソー ダ 〔ネ オ ・イ ス コチ ン第

一)に よ る尿 路 結 核 治験 例

中尾知足,近 藤高夫,山 口利郎,桂 剛夫

伏 阪北市民病院)

追加 多田 茂(京 大、

9月 初めより1カ 月間に来院した腎及び膀胱結核患

者の内9例 に腎摘出術施行前にネオイスコチソを使用

して膀胱症状並びに膀胱鏡所見に於て著しい改善をみ
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た.使 用 方 法 は初 めの1週 間毎 日O.59,2週 目よ り

1.09と した.副 作 用 は 認 め なか つ た.

25,ネ オ ・イス コチ ン によ る泌 尿 器結 核 の 治療

川村太郎,藤 田幸雄,河 崎屋三郎(金 大)

今 回 は 大 量投 与 の可 能 な る ネオ ・イ ス コチソを 用 い

た 治療 成績 につ い て報 告 した.(詳 細 は原 著)

26.intrasternalpyelographyand

nephrography

稻田務,O後 藤薫,大 森孝郎,日 野豪(京大)

岩 下氏(1947)に よ るintrasternalpyelographyを

追 試 し,更 にintravenousnephrogramm実 施 因難

な 症例 にintrasternalnephrographyを 試 み,其 の

成 績 を報 告 す る.

27.intravenous皿ephrography

後藤薫 ○大森孝郎(京 大)

WallandRose(1951)に ょ る本 法 の ネフ ロ グラム

に 就 ては,第4回 中 部連 合地 方会,第47回 近畿 地 方 集

談 会 に発 表 した が,そ の 後 の成 績 を述 べ る.

28.経 骨髄性骨盤静脈撮影法

後藤薫,O日 野豪(京 大)

Drasner(1946)に 始 る恥骨穿刺による骨盤静脈撮

影法に就ては,既 に土屋氏等の報告もあるが,我 々も

本法を追試して其の成績を述べる.

追加 経股静脈性骨盤静脈撮影法

後藤薫,○ 酒徳治三郎(京 大)

骨盤静脈撮影法には筋膜下陰茎背静脈,陰 茎海綿体

陰核海綿体,経 骨髄性(恥 骨)に 行う方法があるが,

何れも前処置を要し,躁 作も梢々面倒である.我 々は

Dalali等(1954)の 報 告せる経股静脈性の方法を追

試したので玄玄に報告する.即 ち脇部に於て強く腹部を

圧迫し(我 々は排泄性腎孟撮影法に於て用5る 尿管圧

迫帯を使用した),鼠 践部に於て18デ ージ針にて穿刺

し,両 側夫々70%ウ ロコリソ25ccを15秒 で注入して

撮影じた.本 法は容易な方法であり,ス ライドにて図

示する.

29.踊 位 膀 胱撮 影法(dorsalcystography)及 び

遷 延性 膀 胱 撮 影法(delayedcystography)

O後 藤 薫,仁 平 寛 己,酒 徳 治三 郎(京 大)

Boyce等(1953)に よ るdorsalcystogrphyに 就

て は,第47回 近 畿藥 談 会 に発 表 したが,其 の 後の 成 績

を 述 べ,更 に 時 間経 過 を 追 つ てのStewart(1949)に

ょ るdelayedcystographyに 就 て も報 告す る.

30,70%ト リォダンによる腎孟尿管撮影

川村太郎,谷 口馨(金 大)

我々は7例 の腎結核愚者に70%及 び30%ト リオダy

を使用して経静脈性腎孟撮影法を施行したが,1)そ の

影像に就ては,全 例に同時に施行したスギウロソの影

像 と比較して見ると30%ト リオダソ使用例ではスギウ

Ptソ使用例に比して優劣の差はつけ難いが,70%の も

のを使用した例ではスギウロソによの描写 されない部

迄造影されているのが見られた.2)副 作用に就ては

30%,70%共 に全身的に顧慮すべき反応を見なかつた

が,唯70%ト リオダソ使用例では注射部位及び上聴へ

かけての血管痛を認めた.

31.不 溶 性Urokonに よ る膀 胱 レ リーフ像

○後藤薫,酒 徳治三郎(京 大)

UrokonをC.M.C.に 溶 解せ し め,粘 稠 度 を高

め て膀 胱 腫瘍 の レ リー フ像 を 描 出 した の で,藏 に 報告

す る,

32.経 腰的大動脈撮影法

後藤薫,○ 大森孝郎(京 大)

Smith等 の方法にょる本法の腎血管像に就 て第4

回中部連合地方会,第42回 総会,第47回 近畿集談会に

発表したが,更 に其の後の成績を述べ,更 に第2及 び

第3腰 椎問の低位穿刺による骨盤動脈撮影法を併せて

報告する.

追加 経股動脈性骨盤動脈撮影法

(逆行性骨盤動脈撮影法の新法)

後藤薫,○ 大森孝郎(京 大)

骨盤動脈撮影法には経腰的撮影法 と逆行性撮影法と

があの,前 者は直接的に第皿一IV腰 椎の高さで大動脈

を穿刺し,後 者は手術的に腓側大腿動脈を露出してカ

テーテルを挿入(市川式),或 は陰茎背動脈を露出して

造影剤を注入して撮影する(大越一生亀式) .上 記の方

法は特殊の器具,手 枝を要する欠点を有する.我 々は

両側大腿部を血圧計の圧迫帯を利用して下腿動脈の搏

動を触れぬ迄強 く圧迫して,鼠 瞑部で股動脈を直接16

6:'e-一ジ針にて穿刺し,70%ウ ロコリソを両側夫々25㏄

を迅速に(3秒 以内)注 入して骨盤動脈を撮影する方法

に成功した.之 は従来の報告に見ない簡便な新法であ
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り,表題の如く命名し藏にスライドにて図示して報告

する.

33.EpididymograPhyの 泌 尿器 科 領 域 に

於 け る応 用(第 一 報)

三矢辰雄,三 矢英輔,佐 々田健四郎,

成田裕(名 大)

Boreaロ 等の方法に準じ鼠畷部より精 管を露出し,

注射針を畢丸側へ挿入70%ヨ ー ドピラセ トソを注入直

後及び数分後に撮影を行つた.本 法にょればEpididy-

rnographyとVesiculogrphyの 両者を一時に得る事

が出来る.吾 々は不妊症,陰 萎,血 精 症,畢 上体結

核等計10数 例に実施し,睾 上体結核の診断法 として優

秀な方法である事を知つた,尚 生殖器機能的障碍にょ

る疾患には,今 後の研究に待たねばならない.

34.「開設以来5力 年間における黒部厚生病院

泌尿器科結石症の統計的観察

玉置明(黒 部厚生病院)

昭和24年9月 ⊥日,開 設以来の結石症例63例 につい

て,頻 度,性 別,年 令,職 業,地 域別及び上部尿路,

下部尿路について述べ,治 療法について も統計的に観

察す.年 を追 うに下部尿路結石は増加は認められない

が,上 部尿路結石は著明に増加して来ている.

追加 岡 直友(名 市大)

最近5年 半に本学泌科で経験 した尿路結石の統計的

の追加を行つた,尿 管結石が最も多い.治 療法 として

特に尿管結石は下端部(膀 胱壁部)の ものはさておい

て,そ れ以外の尿管結石では,大 きさにもよることで

あるが,(短 径0.7cm以 下のものは自然排出容易),自

然排出は高率に期待出来る(約53%)の で,先 ず姑息

的療法を行い,止 むを得ざるものにはじめて尿管載石

術を行5の がよいと考えろ.

35.尿 路結石の実験的研究(予報)

今北力,蔭 山亮市,児 玉正道,大 江昭三(阪 大)

D2過 剰投与時におこる尿路結石形成機転について

血清中の蛋白分析を行い,R.N,及 びCα 量を測定し

蛋白代謝の異常をみとめ,こ れが腎臓の変性萎縮,石

灰沈着と相関聯して,結 石形成の1つ の因子をなすも

のと考える.

36.泌 尿器科領域に於けるP32に よ る実験的

研究(第6報)実 験的結石腎め燐代謝に関

する研究
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宮崎重,仁 平寛己,入 田栄造,杉 山喜一

山崎巖(京 大)

にP32を 静注し,24時 間後失血死せしめ,

髄質に於ける燐代謝状態を定量的に測定した,詳 細は

後日原著で発表する.

人尿路結片又は亜鉛片を一側腎孟内に挿入せる家兎

両腎皮質,

37.腎 結石 症 に於 け る分離 尿の 遊 離 ア ミ ノ酸 の

ペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ7イ ー

片村永樹(京 大)

腎結石患者に於て,両 側分離尿を採取し,患 側及び

健側夫々の遊離アミノ酸をペーパークロマトグラフィ

ーによつて定性し,興 昧ある知見をえたのでこれを報

告する.

38.特 異なる腎疾患に対する部分的腎別除術の

経験に就いて

金沢稔,瀬 川陽一.○ 前田行造(和 歌山大)

第1例52才 男.右 腰背痂痛,右 腎圧痛を主 訴 と し

た.術 前ピエログラフィーでは右腎孟前方に廻転せる

如き像と水腎症の所見を呈 したが,手 術時一見上極の

腎硬塞を思わしめ,之 の部の部分的別除を行つたが,

組織学的に限局性化膿性腎炎であつた.

第2例42才 男.10数 年来両腎結石があり,昨 年某病

院にて右腎別出を受けた.本 年」血尿及び腎鈍痛を訴え

た ものでレソトゲソにょり左腎に3ケ の腎杯結石を認

めた。

残存腎の部分的別除に鉗子使用は禁忌であるのを知

つていテこが試みセこ8rか け一実質69と 共に結石3ケ 別

出した.術 後30分300ccの 排尿があつた.

認むべき腎機能障碍のなかつたのは鉗子使用時間を

極端に節約した為と別除実質量が極めて少かつた為と

思われる.

第3例18才 男.レ ソトゲソ所見は明かに左水腎症で

あつた.手 術に際し大動脈 より腎下極に至る動脈があ

り,腎 孟下部を圧迫しこの途中より出した分枝が内精

系動脈 より下極に至る分枝 と吻合をし更に下極より尿

管に沿つて走る血管があり,尿 管が屈曲をして居 り明

らかに異常血管による水腎症であつた.よ つて腎孟整

形を行い,之 等血管を切断し異常血管支配領域の下極

の部分別除術を行つた.

39.腎 孟尿管重複碕型の四例

谷野 博(谷 野病院)
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1)22才 女子 右過剰尿管の膀胱外開口の症例で川

添式方法により治癒.

2)55才 女子 左腎重複腎孟兼重複尿管,右 腎膿腫

の症例,

3)28才 男子 両側重複腎孟兼重複尿管の症例.

4)22才 男子 左側重複腎孟兼重複尿管の症例.

2)-4)は 診断のみ,上 記ピエログラム供覧す.

40.SpongeKidney(cysticdiseaseof

「enalpy「amids)に 就 て

酒徳治三郎(京 大)

51才 男子.主 訴:」血尿及び腰痛.腎 孟レ線 像 に て

Cacchi及 びRichiの 報告に.よるSpongekidneyの

特徴ある所見を有し,摘 腎についてこれを検索した結

果,極 めて稀な本疾患なることが判明したので,そ の

臨床および病理について述べると共に,文 献的考察 も

併せ行つた.

41・Grawitz氏 腫 瘍 の筋 肉転 移例

上田泰章(京府立大),○ 高石喜次(伏 見分院)

63才男子.家 族歴,既 往歴に特記事項なし.昭 和28

年8月 本学皮泌科に於て,左 副腎腫の診断のもとに左

腎摘出.退 院後1カ 月程して手術創下部に漸時腫大す

る踵瘍を認め,其 後食思下振,腹 部膨満を訴へ昭和29

年4月14日 入院.手 術施行時,皮 膚可視粘膜は貧血

状.淋 巴腺の異常腫張なく,胸 部のX線,理 学的所見

陰性.昨 年施行せる術創下部に,小 児頭大,弾 力性あ

る固い腫瘍をふれる.開 腹所見で,肝,脾 正常,腹

膜,腎 摘出後死腔に腫瘍再発はない.摘 出腫瘍塊は.

2909「・14×8×6cm・ 組織学的にもGrawilz氏 腫瘍

である事を確かめた.斯 く全身の他の臓器に何等の変

化なく,前 手術創最下端部にのみ転移を来して居る所

見より此の腫瘍は,何 等かの方法,即 ち手術腔よりの

分泌物,又 は手術時に此の場所に移殖せられたもので

はなかろうかと考える.

42.所 謂Grawitz腫 瘍 の三 例

外松茂太郎(京 府医大伏見分院),幹 滋(京 府医大)

1)606,(左 側),主 訴 は 間 激的 血尿 と,左 側 腹 部

の鈍 痛.摘 出腎 は14×9.5×6cm,580grで 腫 瘍 は

上極 後 面 に 発生,

2)626,(左 側),主 訴 は 聞 歓的 血 尿 と左 側 腹部 の

腫 瘤.摘 出 腎は15×8×7cm,420grで,腫 瘍は 前 面

中下 極 に 発生.

3)506,(右 側),主 訴は 間 欺的 血 尿.摘 出腎 は

13.5×9×6cm,495grで,腫 瘍 は 中 及下 極 に 発生.

組 織 学 的 所見 で は2),3)に 於 て.腺 様精 造,cys-

tisch,papiU6sの 所 見を見,叉 細 尿 管 の 面影 を 止 め

る様 な 像を 見 た の で報 告 した 。

43。 腫 瘍を伴う孤立性腎嚢腫の1例

岡 直友,後 藤 武(名 市大)

1850年Hareに ょり,孤 立性腎嚢腫の手術例が報

告されてより,そ の後の報告は比較的少く本邦に於て

は50例 に過ぎない.そ の中腫瘍を伴 うものは更に少く

本邦にては5例 のみ,又 外国文献の症例を併せてもわ

ずか39例 に過ぎない.処 で我々の症例は明らかに二次

的に腫瘍を併発したもので腎腫瘍による嚢腫状変性と

は思われない.こ の様な例は以上のべた文献中には見

当らず,病 理学者ArthurC・AlleuのHandBook

TheKidneyにAdenomaの 発生せる摘出腎が記載

されているに過 ぎない.此 処で本症例の病理組織的検

査を行いpapi116seAdenomaと 判明,簡 単に報告

する.

44.腎 腫瘍の転移にっいて

加藤篤二,入 田栄造,片 村永樹(京大)

腎腫瘍の蔓延特llこ転移について,20年 間に20例 を追

求し得たから,之 に就て綜括的に述べる.肺 転移が11

例をしめ,血 行伝搬の著しい点は注目に値いする、そ

の他異型の転移例を述ぶ.詳 細は原著に譲 る.

45.副 腎皮質腫瘍によるCushing氏 症候群の

治験例

楠隆光,阿 部礼男,小 林鴻(新 大)

臨床的に定型的なクシyグ 氏症候群を呈した12才 少

女の例に対して,術 前に諸検査を施行 し右副腎皮質癌

によるものと診断し,適切なHormonmanagementを

行つて右副腎別除術を行つた.術 後5カ 月経過した現

在著明な症状の消退をみているので症例の概要をのべ

た.更 に副腎病変の診断法殊に所謂Cortisone-testと

手術に対する疵護法について考按を加えた,

追加 市川篤二(東 大)

楠教授がクッシソグ氏症候群の手徹 こ成功 されたこ

とは,泌 尿器外科の領域を拡大する意味に於て大いに

祝福すべきことと考吏る.

自分にはクッシソグ氏症候群,副 腎生殖器症候群の

各1例 の失敗例があるが,今 回の副腎生殖器症状群は

手術に成功 した.失 敗例は何れも3年 以前の ものでホ
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ルモソの入手困難な時代のものであ り,殊 に クッシソ

グ氏症候群の方は成書に記載されている通りStressに.

対する抵抗が弱く腰椎麻酔のみで死亡した遺憾な例で

ある.

追加 市川篤二(東 大)

副 腎生 殖 器症 状 群 患者 く2年9月 の女 児 、に 左 側 副

腎腫 瘍を証 明 し,是 を別 除 して 腺腫 であ る こ とを 証 明

した.尿 中17-Ketosteroidの 排泄 量は 術 前100mg/

24hrs前 後,最 高177・4mg/24hrsを 示 したが,術 後

は激 減 して4日 目,6日 目,8日 目に於 て1.8～13～

o.8mg/24hrsと なつ た.総chemocorticoidの 排 泄 量

は術前,術 後を 通 じて略 々正 常,術 後12日 目に は2.3

mg/24hrsで あつ た.詳 細 は原 著 に ゆ つ る.

追加 楠 隆光 〔新大)

副腎の別除術で問題 となるのは手術々式 よりも,そ

の診断及びホルモソ関係の術前から術中及び術後の処

理にある,即 ち,外 科的の事よりも,寧 ろ内科的,特

にホルモソ学的の要素の方が大切なのである.故 に此

れ等の手術には従来我々の持つてなかつた方面の知識

を必要とする.我 々は此の要求にそうべく勉強して,

今後副腎疾患を処理したい.

追加 市川篤二(東 大、

自分の記憶では我々の学会で副腎皮質の疾患につい

て報告したものは昭和22年 大阪の総会で自分が報告し

た副腎生殖器症状群だけではないかと思 ろ.

会員各位と協力して今後此の方面も開拓してゆきた

い.

46。 睾丸腫瘍の2例

上月実,○ 黒田政重 く神戸大)

最 近吾 々は2例 の睾 丸 腫 瘍 を経 験 し組織 標 本 に よ り

Seminomと 診 断 され た 症 例 につ い て 大 要 を 報 告 し

た・ なお1例 につ い て,Freadmann反 応 及17Keto-

steroidを し らべた が,Freedma㎜ 反 応 陰 性,17

Ketosteroidは 術 前 高 値を 示 した が,術 後 平 均 値 とな

つた.

47.後 腹膜腫瘍について

加藤篤ご,酒 徳治三郎,日 野豪(京 大)

腎腫瘍と聞違い易い後腹膜腫瘍の臨床例について統

計的観察を下し,つ いで1、3才 の ♀の交感神経芽細

胞腫2、38才 の ♀の肉腫症例をあげた.

48.尿 管S状 結腸吻合術の予後に就て

241

清水圭三,阪 野正之,成 田裕,瀬 川昭夫k名大)

教室に於ける尿管S状 結腸吻合術施行例24例(中 全

膀胱別出術例14例)の 予後を調査し報告した.性 別で

は男18例,女6例,年 令別では50才 台7例 で最高,40

才台及60才 台は各5例,30才 台4例 で20才以下は3例

である.病 名では膀胱癌17例 膀胱乳嚇腫2例,萎 縮膀

胱2例,膀 胱膣置2例,尿 管膣渡1例 である・予後は

生存者14例g3年 以上3例,2年 以上2例.1年 以上4

例,半 年以上3例,3カ 月以内3例 、である.死 亡

者は8例(1月 以 内3例,3月 以内4例,半 年以内1

例)で ある.尚 不明は2例 である.

追加 岡 直友 〔名市大)

本学における膀胱に膀胱全摘出と両側尿管S状 結腸

吻合術を行つた2例 を追加する.

血 中cl値 は術後430mg/d1・ 前後に上昇するも半

月乃至1カ 月後には下降する.術 後の上部尿路の模様

を経静脈性腎孟撮影法にて検討したが,造 影剤排泄開

始の模様は両例 とも両側において正常であるが,い ず

れの例においても左右何れか1側 に上部尿路像の拡張

が見られた,い ずれも術後30～60日 後までの検討であ

る.

49,尿 管 閉 塞症 の1例

申村正道,松 下嘉三 〔富山県立)

18才の紡績女工,1年 半以来仕事に従事すると右側

腹部の疾痛,悪 心,嘔 吐があり,安 静にすると消失す

ると云 う.右 腎は脳位の高さにて触知可能.膀 胱鏡検

査にて右側は尿管カテーテノLは2糎 挿入されうのみで

液の注入は不能.レ 線像にて結石を認めず,右 腎尿管

の全別出術を施行するに尿管は膀胱直前部にて細い索

状物 とな り内腔は閉塞 されていて液を注入するも該部

を通過しない.組 織学的には腎孟粘膜の出血,血 管周

囲,粘 膜の細胞浸潤あり.上 部尿管にも細胞浸潤を認

め,腎 孟尿管炎の像を呈す.尿 管閉塞部は細胞浸潤強

く肉芽組織 となつて内腔は閉塞 されている.

50,坐 骨直腸性前立腺摘出術にっいて

清水圭三,吉 川康史,佐 々田健四郎(名大)

最近当教室で前立腺結核2例,前 立腺癌2例 につい

て坐骨直腸性前立腺摘出術を施行した.各 々の症例を

簡単に説明した上,手 術方法に言及,最 後に前立腺摘

出には恥骨後切開で入つて経膀胱性,避 膀胱性及び会
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陰部より入るもの,今 回報告した坐骨直腸性に入るも

の等あるが,目 的によつて方法を選択する必 要 があ

る.前 立腺を精嚢 と共に取る場合,以 前に腹部より膀

胱及前立腺に手術施行済の場合等は坐骨直腸性に行5

が優れていると思 弓.

51.前 立腺別出術後の恥骨々髄炎症例

硲 省吾(国 立千葉病院)

76δ29年5月12日RetropubicalProstatectomy後

6月17日 恥 骨々髄炎を合併しペニシリソ療注により恥

骨部の圧痛,及 起立不能が回復しないため7月16日 恥

骨穿i盤を行い,組 織的には骨萎縮の像ではなく炎症な

ることを明かにし,且 外科的侵襲により恥骨部圧痛等

の自覚的症状の軽快等を短時目の中に可能ならしめ得

た,

追加 楠 隆光 曳新大、

我々の教室では150例 以上の恥骨後前立腺別除術を

施行しているが,恥 骨々炎は1例 も見ていない.即

ち,欧 米の報告より少ないが,そ の原因は日本入が余

り肥満した人がないにある様に思われる,

追加 市川篤二(東 大)

東大泌尿器科に於ても恥骨後前立腺別除術に際し,

恥骨々髄炎を惹起した例はない.ア メリカの文献にち

よいちよい見えるので一昨年渡米の折2,3の 専門家

の意見をたたいて見たが,原 因と思われる因子は判然

していない.我 々が経験のないことに対しては,こ そ

れは手術が5ま いからだろうt'と笑つて答吏た.

52.尿 道下裂の治験例

並木重吉(国 立金沢、

本 症 の患 者 にEdmun,Thier皿annの 手 術 に 従 つ

て 行 つた もの で あ る.

53.先 天性括約作用不全による尿失禁に対する

手術治験例

○関村平,松 本鐘一(秋 田日赤)

54.イ ルガピリンの泌尿器科的応用

稻田務,○ 後藤薫,山 崎巖 曳京大)

イノしガピリソを用5る とcl及 び水分の体内滞溜が

起こる.之 は視丘下部及び脳下垂体ホルモンの介入を

伴 う神経 と関係があると云われる.之 らは自律神経 と

関係があると考えられるから,本 剤を自律神経症と密

接な関連を有する夜尿症及び他の泌尿器疾患に応用し

たので,そ の成績を報告する.

55.尿 路 の前 癌 状 態 に つ い て(第 『3報 、

加藤篤二,山 崎巖k京 大)

尿道ロイコプラキP住 として尿道狭窄部に於ける)

並に癌を合併せるロイコプラキー症例を検索し,之 と

教室に於ける既往の原発性尿道癌とを比較し,癌 発生

の母地について考察を加える事 とした,

56.尿 道粘膜麻酔の研究(そ の2)

今北力,馬 場正次,中 尾正敏(阪 大、

紙本佐平(薬 局)

尿道麻酔剤 として従来用いられてきた水溶液の形の

プロカイソ等の麻酔薬の改良として,CorbUs,Mu-

schat,落 合氏等が発表 された新らしい溶剤の処方に若

干の改変を加えて使用したが,粘 膜面に長く又広く作

用す る故麻酔作用は強力で,又 本剤自体が潤滑剤の働

をするので器械の挿入が甚だ容易であつた.又 本溶剤

に溶かした場合のプロカインは水溶液の形に比し流血

中えの吸収が少いことが判 り水溶液に比し,濃 度を高

めても安全ではなかろ5か と推察される,

57.類 寛官 症 の 一 例

巽 裕彦 く奈良大)

本症がTandler及 びGrossに ょ り命名 されてか

ら比較的多くの報告があり,先 に其の1例 を経験し,

テス トステロソ並びにシナホリソ,メ ガビオン等を用

い,見 るべき効果を収め得た.更 に今回本症を治療す

る機会を得たので加療中ではあるが追加報告する.

58・ 男子性腺発育不全2例 について

酒徳治三郎,○ 卜部敏人(京 大、

ホルモン療法による臨床経過を述べる.

59.人 精 子の電子顕微鏡的研究

三矢辰雄,大 森敏直,相 木正業,

高柳富輝,三 島力(名 大)

吾 々は健康人の精子に就て,無 処置,化 学的処理,

物理的処理及び特別処理せるものに電子顕微鏡に依 り

之を形態学的に亦精子 内部 構 造的に も検索し更に追

求した.亦 性器疾患々者の精子に就いても前者と比較

研究したので報告する.

60.陰 茎淋巴管拡張症に就て

近藤厚,渡 辺克 丸岐阜大)




